








































































































































































































































































































































































































































122 特集：第 6 回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
津賀　研修だけで対応できるとは思っていませんが，
茨城の場合になってしまいますが、県としてできるこ
と、最低限のことは何かと考えると，やはり我々は予
算をとって研修をすることだと思いますので、そこは
用意させていただいています。
玉田　はい、ありがとうございます。先ほどから坂先
生と視線があっているので坂先生、最後にぶっちゃけ
ていただければ
坂　たぶんマイクいらないと思いますけれど、能城先
生、生田先生の話を聞いて、この中で普通の中学校の
先生の意見とかありますか？　例えば、果たして学習
指導要領の中で本当にみんな触れているのだろうか、
プログラミングとかに
玉田　中学校の学習指導要領には書いてあるが中学校
で実際に使われているかということですか？
坂　例えばあるときにこんなことがあって、14番で
すね、生徒のPC操作、コンピュータ関係でみんな高
校の先生たちは差があると言うんです。ある中学は一
生懸命やっているけど、ある中学校は生徒指導におい
てコンピュータ関係なんて一切やらずにとにかく生徒
を机につかせるだけで精一杯で終わった。混ざって
やってくるんです、僕はある程度やってきてこのくら
い最初から参加しているからそれくらいはしてきまし
たが、なおかつ重い荷を背負わされたときにその子達
は大丈夫なのか、できたらごく普通の中学校の先生を
呼んでもらって、その先生の生の話を聞くと意外と愕
然とする可能性もなきにしもあらずだと思います。
玉田　問題定義ですが、能城先生がマイクを持たれて
いるのでお願いします。
能城　時間がかかるのですが、結果としてやることに
なると思います。なぜならば、時間がかかるという枕
詞が付くのですが、大学入試を受けるからプログラム
かどうかデータサイエンスかどうか別としてやらな
かったら保護者から突き上げがくると思います。入試
に出たのに高校で習ってない、何やっているんだ。高
校が入試に対応するのに高校がそのレベルで始めると
当然義務教育でやっている前提になると思います。そ
うすると当然やってない駄目な状況が高校入試の前
に、これは私の予想ですが中学入試に入ると思いま
す。小中高大とプログラミング教育ですから、有名中
学とかお受験のところでプログラミングが出ると小学
校の先生はやっていなかったからものすごく保護者か
ら攻められると思うんです。そこでやったことを中学
校の学びなおしをやって、小学校でやったことと変わ
らないよと中学校で言われたら中学校もものすごくた
たかれると思います。これにはまだ時間がかかると思
いますが、いわゆるうちも公立中学校相当で小六に対
して入試問題をしています。適正検査という名前です
が、これにもしプログラミングが出題されるとなると
小学校で学習指導要領上定義されているからここまで
は小6に問えるよねというのが公立の中学校だけでな
くて入試のある公立中学でも私立の中学校で始まると
世界が変わる気がします。その最初は高校が大学入試
に出るからやらざるを得ない。この理屈は生徒指導が
大変だからアルフベットなんてbe動詞なんて教えら
れないと中学校で言っていたら破綻します。入試にで
るから絶対やる、同じ理屈が情報科にもくるのではな
いかと私は予想しています。
玉田　マイクを握りしめていらっしゃってるので最後
に生田先生どうぞ。
生田　また勝手なことをいいますが、オフレコで
滑川　各自教員も努力をしているところだと思いま
す。これだけ指導要領に書かれているので各市町村の
教育委員会でも対応してくると思います。例えば、柏
市の場合には、小中の9年間で市としてどういうふう
に情報教育を行うかというカリキュラムを作り始めて
いて実際に動き始めている、そういうところも出てく
ると思うので、昔こうだったからみたいな話をするよ
りかは、今後のそれぞれに期待しながら我々は自分た
ちのやるべきことを一生懸命準備していますというほ
うが良いのではないかと思います。
玉田　盛んな議論をありがとうございました。これで
パネルディスカッションを終わります。
